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インターバンクの声 （2015 年 11 月 11 日） 
 

翌日が米国のベテランズ・デーのため、一部の市場が休場になることから、

昨晩のロンドン、ニューヨーク市場は特に大きな波乱もなく終了している。

米連邦準備制度理事会（FRB）の１２月の利上げの可能性が高まっているが、

株式市場を中心として中国経済の先行き懸念が根強く、なかなかドルや株価

の上昇に勢いが付かないようだ。本邦勢にとっては、年末に向かってドル円

が１２５円を回復して、さらなる円安に向かうかどうかに注目が集まってい

るが、ユ―ロや豪ドルもなかなか興味深い水準にある。昨晩にしても、ユー

ロは欧州中央銀行（ECB）の追加緩和への期待感もあって、一時１．０７ドル

を切る場面もあり、今後本格的に今年３―４月に付けた１．０５ドル前後の

安値水準を割り込みに掛かるのかが注目だ。豪ドルもユーロ以上にきわどい

水準に達している。足許０．７０ドル目前の水準は２００９年４月以来のこ

とだ。その２，３ヵ月前には、豪ドル円が５５円台を付けている。今はドル

円が円安となっているので豪ドル円については３０円も離れた水準だが、０．

７０ドルからどれだけ下げるか、下落傾向は続いているものの、もうそろそ

ろ下限に近い気もする。 
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